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論文内容の要旨
ワタ繊維は、種fの表皮細胞が伸長・分化した単一の細胞である。まず、一次壁を持つ繊維が数cmの長
さに伸長し、伸長停」卜とともにセルロースを主成分とするて次壁の議積が始まる。植物の茎では、細胞壁
マトリックス多糖類の分解による細胞壁の粘性低下を介して細胞成長が誘導されることが知られているが、
ワタ繊維の成長調節機構は明らかでない。本研究では、ワタ繊維細胞の伸長誘導における細胞墜マトリッ
クス多糖類の機能を解明するため、多糖類の質的・量的変化と、それに関わる細胞壁酵素活性の変動につ
いて解析した。
ワタ繊維から細胞壁マトリックス多糖類〈ペクチン、 HC-1" HC一日、)を分画抽出し、残った画分を
セルロースとした。ベクチン画分は椴性糖成分と中性糖成分で構成されていた。 HC-1画分は酸性糖成分
が少なく、中性糖成分はベクチン曲.分と同じ組成であった。 HC-JI由i分は、ほとんどがキシログルカンで
あった。これらの多糖類は伸長期にその量が増加し、伸長停止後は減少した。一方、セルロース量は伸長
停止期に急激に増加した。細胞壁マトリックス多糖のうち、巾性多糖類の分子量は成長に伴って低分子化
した。特に、キシログルカンでは、伸長期にのみ低分子化がみられた。これに対し、酸性糖からなる多糖
類は伸長に伴って高分了化した。以上の細胞壁マトリックス多糖の分了量変化は、細胞壁酵素の活性を保っ
たまま調製した細胞壁標品を緩衝液中でインキュベートした時、また細胞壁酵素を高濃度の塩で抽出して
多糖類と反応させた時に再現できた。これらのInvitroでの活性の強さは繊維細胞の伸長に伴う多糖の分子
量変化と一致していた。
以上の結果から、ワタ繊維の仲長は、キシログルカンなと‘の中世マトリックス多糖類の分解と椴性多糖
類の高分子化のバランスによって調節されるものと考えられるo すなわち、ワタ繊維細胞の伸長成長も、
茎と同様に、細胞壁マトリックス多糖頬の活発な代謝回転を介して調節されることが明らかになった。
論文審査の結果の要旨
ワタ繊維は、種子の表皮細胞が伸長・分化した単・の細胞であり、植物細胞の成長調節機構を解析する
ための優れたモテ'ル系である。しかし、ワタ繊維では成長停止後におこる二次壁の肥厚が顕著であるため、
もっぱらセルロース合成の研究に用いられ、細胞成長を規定するー・次壁の伸展のメカニズムについては明
らかでなかった。本論文の著者は、ワタ繊維細胞の伸長期におけるマトリックス多糖類の質的・量的変化
と、それに関わる細胞壁階索活性の変動について解析し、横物細胞の成長調節機構の解明をめざした。
ワタ繊維からマトリックス多糖類(ペクチン、 HC-1、HC-IJ)を分画抽出し、残った幽分をセルロー
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スとした。ベクチン画分は酸性糖成分と巾性糖成分で構成されていた。 HC-1画分は酸性糖成分が少なく、
中性糖成分はペクチン画分と同じ組成であった。 HC-l1画分は、ほとんどがキシログルカンであった。こ
れらの多糖類は伸長期にその量が増加し、伸長停止後は減少した。一方、セルロース量は伸長停止期に急、
激に増加した。次に、マトリックス多糖類の分子サイズの変化を解析したところ、中性多糖類の分子量は
成長に伴って低分子化した。特に、キシログノレカンでは、伸長期にのみ低分子かがみられた。これに対し、
酸性糖からなる多糖類は伸長に伴って高分子化した。以上の低・高分子化反応によるマトリックス多糖の
分子量変化は、細胞壁酵素の活性を保ったまま調整した細胞壁標品を緩衝液巾でインキュベートした時、
また細胞壁酵素を高濃度の塩で抽山して基質とinvitroで反応させた時に再現できた。さらに、繊維細胞の
伸長に伴う酵素活性の変動は分子量の変化に一致していた。
本研究の結果、ワタ繊維の伸長は、細胞壁のマトリックス多糖類の活発な代謝回転、具体的には、キシ
ログルカンなと‘の中性マトリックス多糖類の分解と酸件ー多糖類の高分子化のバランスによって調節される
ことが明らかになった。これらの研究成果は、植物機能生物学の主要な課題でありながら、茎器官のよう
な多細胞系の研究では明確な結論が得られなかった植物細胞の成長調節機構の理解を、単一細胞であるワ
タ繊維の特徴を有効に生かして大いに前進させたものであり、本論文の著者は博上(珂学)の学位を受け
る資格を有するものと審査した。
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